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ま え が き 

 

新たな土地改良長期計画（平成 28 年 8 月 24 日閣議決定）では、農業水利施設について「イン

フラ長寿命化基本計画に基づき、機能診断・保全計画の策定の加速化、機能診断結果や補修履歴

等の施設情報の共有化、新技術の開発と現場への円滑な導入等を推進」が改めて位置づけられた

ところです。今後、国営土地改良事業等で機能保全対策が本格化するに伴い、既存の水利ストッ

クを活かす補修・補強工事に関する技術指針の迅速な整備や技術支援等に対する各方面からの要

請に応えていく必要があることから、農業用鋼管等（ダクタイル鋳鉄管、ステンレス管を含む）

の管路の腐食に対する対策の実施に当たり、腐食環境や腐食状態の把握、対策の要否判定、防食

工法の選定及びモニタリング方法に関する技術図書として、本書を策定しました。 

本書は、施設に生じている腐食機構の特定及び腐食環境や腐食状態を把握する各種調査、また、

対策の要否判定及び防食工法選定の考え方、各種防食工法の設計・施工・モニタリングについて

取りまとめたものです。策定に当たっては、九州農政局土地改良技術事務所において、平成 29

年度から鋼管等の腐食に対する防食工法の施工に資するマニュアル策定に向け、学識経験者によ

る技術検討委員会を設置して技術的な審議を重ねて参りました。 

本書の策定に当たっては、技術検討委員会の指導・助言の下、農業用鋼管等の腐食や補修材料･

工法等に関する研究論文､他分野の鋼管や鋼構造物における規定及び既存の技術図書等を参考に

取りまとめておりますが、農業用鋼管等の腐食深さと腐食範囲（腐食分布）を指標として構造性

能を評価する手法は一般化されていないことから、腐食範囲の指標を目視等で定性的に判断し決

定するものとしています。このことから、本書の記載事項は、現時点で得られている知見を基に

取りまとめたものであり、今後、本書による補修等の実態に基づいた知見を積み重ねつつ、新技

術・新材料の開発なども踏まえた持続的な研究・開発の成果を得ながら、段階的に整備､充実を

図っていくべきものと考えており、将来的な基準化に繋げていきたいと考えております。 

この場を借りまして、本書の策定にご協力頂いた検討委員及び幹事各位、並びに関係者の全て

の方々に対して深く感謝の意を表します。 

 

技術検討委員会に参画された委員は次のとおりです。 

【技術検討委員会】 

委員長 貝沼 重信  

委 員 有吉 充、大槻 冨有彦           （五十音順、委員のみを記載） 

 

また今後、本書に示す腐食調査手法、対策区分の判断指標、防食工法の選定が現場で実践され、

運用上の課題や新たな知見が得られれば、その内容を検討し、本書を改定していくこととしてい

るため、関係者からご意見・ご提案をいただければ幸いです。 

 

令和２年３月           

農村振興局整備部設計課施工企画調整室長 
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